
項 ⽬ 内 容
名称 ビワ (枇杷) [英]Loquat、Japanese medlars [学名]Eriobotrya japonica

(THUNB.) LINDL.

概要 ビワは中国中南部原産のバラ科ビワ属の落葉性低⽊である。⽇本では明治以降より
栽培をはじめ、⽩い軟⽑に覆われた⻩橙⾊の実を⽣⾷やジャム、⽸詰などにして⾷
してきた。

法規・制度 ■⾷薬区分
・種⼦、樹⽪、葉︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成
分本質 (原材料) 」に該当する。

■⽇本薬局⽅
・ビワヨウが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・種⼦に⻘酸配糖体アミグダリンを含む (103) 。
・葉にはアミグダリン、トリテルペノイドのウルソール酸、オレアノール酸、精油
成分のネロリドール、ファルネソールなどの他、酒⽯酸やリンゴ酸などを含む (92)
。
・実にβ-カロテンを多く含む (102) 。

分析法 -
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で
の
評
価

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

⾻・筋⾁

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

有効性

ヒ
ト

循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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